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東 部 体 育 協 会

連覇にはなりませんでしたが、みん
な明るく楽しく一致団結してがんばれ
たのでよかったです。得意の縄跳びでは、
練習のかいがあって断トツの一位でした。
来年は、優勝カップを取り戻したいです。

下 渕 体 育 会

「とにかく優勝 胴上げをしたい」と
みんなで言っていたら、本当に優勝し
ました。これも下渕体育会みなさんの
団結力のたま物です。

  

 

 

  

  



北 町 体 育 協 会

高齢者が多い地区ですが、パワーで
がんばりました。何といってもスポー
ツを通じてみんなで楽しく過ごせたの
が一番よかったです。来年の大会はも
っと盛り上げたいです。

西々部体育協会

競技では子どもから高齢者まで、み
んながんばってくれました。特に縄跳
びは、各自練習していたので、なかな
か良い結果で満足しています。

中 部 体 育 協 会

年代別リレーでは、なんと男子・女
子ともに１位でした。たくさんの人が
参加して、競技を通じて親睦を深める
ことができました。和気あいあいと楽
しい大会でした。

    

 

大　会　結　果

優　勝　下渕体育会ああ

準優勝　東部体育協会あ

第３位　中部体育協会あ

第４位　西々部体育協会

第５位　北町体育協会あ

「スポーツ少年団リレー」歯をくい

しばって走り抜きました。男子の部

では花吉野 スポーツ少年団が、女

子の部では北野Ａスポーツ少年団が

第１位になりました ピストルの合

図とともに力いっぱい綱を引きまし

た 「大逆転だ 封筒レース」大き

な数字はどの封筒に入っていたかな

ガッツポーズでゴール、年代別リ

レーでは男子女子ともに中部体育協

会が第１位 イチニイ、イチニイ、

息を合わせて四人五脚 幼稚園・保

育所（園）の子どもたちの演技に保護者

のみなさんの目も真剣そのもの 「幼

稚園・保育所（園）のかけっこ」真剣

にスタートの合図を待つ子どもたち

狙ったはずが…苦戦のパークゴル

フ 手を使ってはダメですよ、大き

く口を開けて「がぶっとパン」 めざ

すはラムネ、この後恐怖の一気飲

み 昼休み中、ミュージックセラピ

ー「音楽の宅配便」のみなさんが癒し

の音楽を奏でてくれました。

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



合
、
保
育
所
が
入
所
申
込
の
代
行
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
所
申
込

の
代
行
に
よ
り
保
育
所
が
知
り
得
た

こ
と
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
基
準

○
母
子
家
庭
･
父
子
家
庭

○
祖
父
母
に
よ
り
養
育
を
受
け
て
い

る
場
合

○
兄
弟
･
姉
妹
の
入
所
状
況

○
継
続
し
て
保
育
を
希
望
す
る
場
合

○
障
が
い
児
保
育
の
必
要
度

○
延
長
保
育
の
必
要
度

入
所
受
付
を
行
う

保
育
所
（
園
）（

）
内
は
定
員

○
町
立
第
一
保
育
所
（
１
２
０
人
）

○
町
立
第
二
保
育
所
（

人
）

○
町
立
第
三
保
育
所
（
１
２
０
人
）

○
私
立
延
明
保
育
園
（
１
５
０
人
）

○
私
立
北
野
保
育
園
（
１
２
０
人
）

保
育
所
・
保
育
園

保 育 所 ・ 保 育 園 ・ 幼 稚 園

平
成

年
度
（
平
成

年
４
月
以

降
）
の
保
育
所
の
入
所
申
込
を
次
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

※

た
だ
し
、
す
で
に
卒
園
ま
で
の

入
所
申
込
を
済
ま
せ
た
園
児
に
つ

い
て
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

入
所
（
園
）
に
つ
い
て

保
育
所
に
入
所
で
き
る
の
は
、
保

護
者
が
共
働
き
や
病
気
な
ど
の
理
由

に
よ
り
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
乳
幼

児
に
限
り
ま
す
。

保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
こ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
参
考
に
し

て
、
入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
さ
れ

た
保
育
所
が
定
員
を
超
え
た
と
き
は
、

選
考
基
準
に
基
づ
い
た
優
先
順
位
に

よ
り
入
所
者
を
決
め
ま
す
。

入
所
が
決
ま
る
と
、
町
か
ら
保
護

者
に
「
保
育
所
入
所
承
諾
書
」
を
送

付
し
ま
す
。
入
所
が
認
め
ら
れ
な
い

と
き
は
、
保
護
者
に
そ
の
理
由
な
ど

を
記
載
し
た
「
保
育
所
入
所
不
承
諾

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
保
護
者
が
了
解
さ
れ
た
場

入
所
申
込
の

受
付
期
間
と
場
所

■
受
付
期
間

月

日
（
月
）
か
ら

月

日
（
水
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
４
時

分

■
受
付
場
所

○
町
役
場
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
課

○
各
保
育
所

申
請
に
必
要
な
も
の

■
給
与
所
得
者
の
場
合

○
印
鑑

○
平
成

年
分
の
源
泉
徴
収
票

※

後
日
、
就
労
証
明
書
と
平
成

年
分
の
源
泉
徴
収
票
を
提
出

■
自
営
業
の
場
合

○
印
鑑

○
平
成

年
分
の
確
定
申
告
の
写
し

※

後
日
、
就
労
証
明
書
と
平
成

年
分
の
確
定
申
告
の
写
し
を
提
出

問
い
合
わ
せ

町
役
場
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
課

※

本
文
中
の
「
保
育
所
」
と
い
う

記
述
は
、「
保
育
所
･
保
育
園
」
を

意
味
し
ま
す
。



①大淀町大字桧垣本 番地の１　

メールアドレス： －

②１歳～小学校就学前

③通常保育（月～金）＝午前８時 分～午後４時 分

延長保育（月～金）＝午前７時 分～午後７時

通常保育（土曜日）＝午前８時 分～午後 時 分

④送迎バス運行

⑤完全給食（月曜日～金曜日）

⑥ 延長保育事業

一時的保育事業（緊急時、一時的にお預かりし

ます。）

⑦絶えず花が咲いている中庭と広い園舎、園庭。こ

の恵まれた環境下で、「生き生きした生活の中で」

を保育目標として、遊びを通して心を育てること

を大切にしています。

⑧ 県内で一番広いプールを設置しています。

児童公園を併設していて、普段は園庭として使

用しています。

「わいわいテラス」を開設し、手作り作品やお

菓子作りを通して保護者間の親ぼくを深めてい

ます。

給食試食を実施し、食への興味関心を深める取

り組みをしています。

①大淀町大字越部 番地　

メールアドレス： －

②１歳～小学校就学前

③通常保育（月～金）＝午前８時 分～午後４時 分

延長保育（月～金）＝午前７時 分～午後７時

通常保育（土曜日）＝午前８時 分～午後 時 分

④送迎バス運行

⑤完全給食（月～金）

⑥ 延長保育事業

障がい児保育（ともに育つことを大切にしています。）

⑦春は園庭に咲き誇る色とりどりの花。夏は水しぶ

きをあびてわき上がる子どもたちの歓声。秋は、

トンボを追いかけて園庭を走りまわる子どもたち。

冬はとんどやおもち焼きを楽しんで、四季おりお

りの自然の中で、一人ひとりの子どもを大切にし、

毎日楽しんでもらえるような保育をめざし日々努

力しています。

①大淀町大字増口 番地　

メールアドレス： －

②１歳～小学校就学前

③通常保育（月～金）＝午前８時 分～午後４時 分

延長保育（月～金）＝午前８時～午後６時

通常保育（土曜日）＝午前８時 分～午後 時 分

④送迎バス運行

⑤完全給食（月～金）

⑥ 地域活動事業（高齢者・卒園児童との交流）

障がい児保育（ともに育つことを大切にしています。）

⑦少人数の保育所で、異年齢児の交流が活発です。

その中で優しさやお互いを大切にする思いやりの

心を育てています。また、豊かな自然に囲まれた

環境の中、のびのびと生活しています。だから子

どもたちは、元気いっぱい 天気の良い日は、

自然の中での散歩を心がけ、丈夫な身体作りと豊

かな感性を育てたいと願っています。



保育園　

社会福祉法人 延明福祉会　

社会福祉法人 北野福祉会　

保育園　

保育所（園）情報　
①住所と電話番号　②対象児　　③保育時間　　④送迎　

⑤給食　　　　　　⑥その他の保育事業

⑦保育所の特徴　　⑧その他

①大淀町大字桧垣本 番地の１　

ホームページアドレス：

②０歳（生後６ヶ月から）～小学校就学前

③通常保育（月～金）＝午前８時 分～午後４時 分

延長保育（月～金）＝午前７時～午後７時

通常保育（土曜日）＝午前７時～午後４時

④送迎バス運行

⑤完全給食（月曜日～金曜日、第１・第３土曜日）

⑥ 延長保育事業

一時的保育事業

（家庭保育が困難

な幼児を一時的に

保育します。）

休日保育事業

⑦地域に根ざし、その時々の子育てや家

庭の声に耳を傾け、そのニーズに応
こた

える

ため「子ども」、「保護者」、「地域」に対して

総合的な子育て支援を行います。「安心して預

けていただける保育園」をモットーとしています。

⑧地域子育て支援センター

町から委託を受け、子育て支援センターを開設し

ています。毎月さまざまな趣向を凝らした行事で

いっぱいの子育てサークル「ちびっこランド」、

子育てに対する相談ならなんでもお任せの「子育

て相談」など、あなたの子育てを力強くサポート

します

①大淀町大字北野 番地の

ホームページアドレス： －

②０歳（生後２ケ月から）～小学校就学前

③通常保育（月～金）＝午前８時 分～午後４時 分

延長保育（月～金）＝午前７時～午後９時

通常保育（土曜日）＝午前８時 分～午後 時 分

延長保育（土曜日）＝午前７時～午後５時 分

④送迎バス運行

⑤完全給食（月曜日～土曜日）

※　月に一度、お弁当会があります。

⑥ 延長保育事業

一時的保育事業（家庭保育が困難な幼児を一

時的に保育します。）

障がい児保育事業

病後児保育事業（看護師が専門施設で病気回

復期のお子様を保育します。）

⑦未満児（０・１・２歳児）は集団生

活の前段階と考え、あたたかく保

育します。

３歳児以上はあいさつを大

事にし、園生活を通じ

て礼儀、言葉遣い、

やり通す心の習得を目標とし、保護者の多様なニ

ーズに応
こた

えるように日々努力しています。

年中泳げる温水プール、多彩なクラブ活動（空手、

バレー、ピアノ、体操）

⑧おしゃべりサロン（未就園児サークル）

園庭で自由あそび、温水プール

で水あそび、在園児との交流、

専任外国人教師と英語あそび、

育児相談など、お子さまの子育

ての力強いパートナーです。



幼

稚

園

町
立
幼
稚
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
大
切
に
し
、

個
性
を
伸
ば
す
教
育
の
創
造
を
中
心

課
題
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
家
庭

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
で
き
る
子
、
健
康
で
明

る
い
子
、
み
ん
な
と
仲
良
く
で
き
る

子
、
や
さ
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
子

と
な
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き

る
力
の
基
礎
を
育
成
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
４
月
入
園
予
定
の
園
児

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
を
行
う
幼
稚
園

（

）
内
は
募
集
人
数

○
町
立
東
部
幼
稚
園
（

人
）

○
町
立
大
淀
幼
稚
園
（

人
）

○
町
立
西
部
幼
稚
園
（

人
）

募
集
対
象
児

○
３
歳
児

平
成

年
４
月
２
日
～

平
成

年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
４
歳
児

平
成

年
４
月
２
日
～

平
成

年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
５
歳
児

平
成

年
４
月
２
日
～
　

平
成

年
４
月
１
日
生
ま
れ

募
集
期
間

月

日
（
火
）
か
ら

月

日
（
木
）
ま
で

午
前
９
時

分
～
午
後
５
時

※

各
幼
稚
園
と
も
募
集
人
数
に
達

し
た
場
合
は
、
募
集
期
間
内
で
あ

っ
て
も
受
付
を
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

募
集
期
間
内
に
印
鑑
を
持
参
し
て
、

町
教
育
委
員
会
事
務
局
学
務
課
（
町

役
場
３
階
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
幼
稚
園
で
申
し
込
み
用

紙
の
配
付
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

町
教
育
委
員
会
事
務
局
学
務
課

０
７
４
７

１
５
２
２

の中の数字は、各保育所（園）・幼稚園の写真内の数字をあらわしています。

大淀幼稚園　

延明保育園　

西部幼稚園　

第　三　
保育所　

第　二　
保育所　

北　野　
保育園　第　一　

保育所　

東部幼稚園　

町立西部幼稚園
子どもたちがもっている素晴ら

しい力を発揮できるように努めて

います。

大淀町今木 番地の４

町立大淀幼稚園
色々な体験や経験を通して感性

や感情の豊かさを培えるように努

めています。

大淀町下渕 番地の１

町立東部幼稚園
異年齢児との活動を積極的に取

り入れ、人間関係の基礎を培える

ように努めています。

大淀町中増 番地の２



町役場周辺を清掃
「シルバーの日」奉仕作業

月 日（土）町シルバー人材センターの会員の

みなさんが、町役場周辺の清掃活動を行いました。

この清掃活動は、毎年 月の第３土曜日のシル

バーの日に、シルバー人材センターの普及啓発活

動などを目的に行われているものです。

この日は、シルバー人材センターの会員と福祉

作業所「壱陽館」のメンバー約 人が参加して町役

場周辺の植木のせん定やごみ拾いなどの作業を行

いました。

町シルバー人材センターでは、会員と仕事を募

集しています。詳しくは、町シルバー人材センタ

ーに問い合わせてください。

問い合わせ先　

もっと身近に 私たちの図書館
第 回図書館まつり

月 日（金）・ 日（土）に第 回図書館まつりが開催されました。

図書館まつりは、色々なイベントを通じて図書館をもっと身近

に感じてもらおうと、図書館まつり準備会のみなさんが中心とな

り開催されたものです。

今回は、明治の女流作家樋口一葉を題材に、演劇や展示などさ

まざまな催しが行われました。 日の前夜祭では、楽々演劇講座

に応募した住民も参加して、演劇「頭痛肩こり樋口一葉」が上演さ

れました。 日には、さわる絵本展と制作体験、朗読、紙芝居、

木工品づくりなどの体験コーナーや両日を通じて「樋口一葉　その

生涯展」が行われ、各会場はたくさんの人でにぎわいました。

赤い羽根共同募金が始まる
月１日から 月 日まで

月１日から「地域の福祉・みんなで参加」をス

ローガンに、第 回赤い羽根共同募金運動が全国

一斉に始まりました。この募金運動は、社会福祉

の推進などを目的に行われ、県内で集まった寄付

金は、県内の社会福祉に役立てられます。

月６日（土）と７日（日）、町内でも駅やスーパ

ーなどで街頭募金が行われ、たくさんの人が心を

こめて募金に協力していました。

赤い羽根共同募金運動は 月 日まで行われます。

問い合わせ先 町社会福祉協議会　

なし

「耳をすまして」
朗読とギターコン

サート

▲清掃活動を行うシルバー人材センターの会員 ▲たくさんの人が募金に協力しました。

▲演劇「頭痛肩こり樋口一葉」には、応募した
住民も参加しました。

▲樋口一葉のパネル展示

○

○　



町商工会青年部主催のチャリティー

ボーリング大会を開催します。

この事業の収益は、ベンチの設置な

ど町内の公共福祉に役立てられます。

■日　時 月 日（木）

受付　午後６時 分

■場　所 吉野ラッキーボウル

■参加費 円

（中学生以下は 円）

■募集定員 先着 人

■申込方法

月 日（月）までに町商工会事務局

まで申し込んでください。

■問い合わせ先

町商工会　

練
習
は
、「
吉
野
天
人
」
と
「
竹
生
島
」

の
謡
か
ら
で
す
。

背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
、
ひ
ざ
頭
を

あ
わ
せ
て
一
列
に
並
び
謡
う
姿
は
小
気

味
い
い
も
の
で
す
。
謡
の
あ
と
は
、

舞
・
笛
・
小
鼓
・
太
鼓
に
分
か
れ
て
練

習
で
す
。
舞
を
す
る
座
員
は
、
先
生
か

ら
手
の
位
置
、
足
の
さ
ば
き
方
、
型
の

決
め
方
な
ど
細
か
く
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
練
習
が
始
ま
っ
て
５
ヶ
月
余

り
、
先
生
か
ら
礼
儀
や
心
構
え
に
つ
い

て
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」（
世
阿
弥
の

言
葉
）
と
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。

▲先生をお手本に舞っていますが……

子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業を
実施しています。
■日　　時 毎週月曜日：パンダクラス（０･１歳児）

毎週水曜日：ウサギクラス（２歳児以上）
※　どちらも午前 時から午前 時 分までです。
■場　　所 延明保育園あそびの森子育て支援センター
■持 ち 物 水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき 円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２ 月・火・水曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に

利用してください。申し込みは必要ありません。
時間は午前 時から午後２時までです。

■育児相談 育児相談は随時受付をしています。
希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。

■問い合わせ 延明保育園　

サテライト保育

◇日　　時 月 日（火）
◇対象地区 花吉野ガーデンヒルズ、薬水、今木、大岩、岩壺、

鉾立、佐名伝、大阿太グリーンポリス
◇場　　所 えんめいキッズステーション（福神駅すぐ）

マタニティークラス（プレママっこ）

◇日　　時 月 日（火）午後１時から午後２時 分まで

ベビーマッサージ（定員 組）

◇日　　時 月 日（火）午前 時から午前 時 分まで

ママ・エアロビクス

◇日　　時 月 日（火）午前 時 分から午前 時まで
ママトークの保護者も参加できます。

パ

ン

ダ

ク

ラ

ス

ウ

サ

ギ

ク

ラ

ス

／ （水）

／ （月）

／ （月）

／ （月）

／ （火）

／３（月）

／ （水）

／ （水）

／ （火）

／ （水）

／５（水）

おはなしランド
（色々なお話がいっぱいです）

おもちつき・手作りおやつ
（三角きん、エプロン、スプーンセッ
トを持参してください）

スタンプあそび
（汚れてもよい服装で来てください）

ワイワイたいむ
「食育って何？ × ＝子どもの体」

お誕生日会（ 月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は 月 日

（水）までに子育て支援センターに申し
込んでください）

うんどうあそび
（動きやすい服装で来てください）

おもちつき・手作りおやつ
（三角きん、エプロン、スプーンセッ
トを持参してください）

クレヨンあそび
（汚れてもよい服装で来てください）

お誕生日会（ 月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は 月 日

（水）までに子育て支援センターに申し
込んでください）

ワイワイたいむ
「食育って何？ × ＝子どもの体」

サンタさんを作ろう
（のり、クレヨンを持参してください）

ママ・トーク　育児講座

◇日　　時 月６日（火）
◇場　　所 えんめいキッズステーション（福神駅すぐ）

「自宅で子どもとの関わり方」「オムツ替え」
「授乳」など家庭での子育てについて相談がある
場合は、自宅に訪問します。気軽に利用してく
ださい。



町保健センター　 　 － － 　　
　　　　　　　　 － －
ホームページからも申し込みができます。　
　　　　　　　　　　

●子どもの健康診査

実 施 日 ・ 受 付 時 間 対　　　　　象

４ヵ月児健康診査
月 日（水）・午後１時 分～午後２時 ６ ～ ７ 生まれ
月 日（木）・午後１時 分～午後２時 ７ ～ ８ 生まれ

ヵ月児健康診査
月 日（木）・午後１時 分～午後２時 ～ １ 生まれ
月 日（金）・午後１時 分～午後２時 １ ～ ２ 生まれ

１歳６ヵ児健康診査 月 日（水）・午後１時 分～午後２時 ４１～ ５ 生まれ

予防接種名 実施日
対　象

今月通知する子 前の対象で受けていない子
～ 生まれの子
～ 生まれの子

９１～ ９ 生まれの子

２１～ ２ 生まれの子

三種混合

麻しん風しん混合
月 日（金）
月 日（水）

上記の２日間

月 日（火）
月 日（水）

１月 日（火）

月 日（火）

１歳から２歳未満の子

幼稚園・保育所などの年
長児

７歳６カ月未満の子

「Ⅰ期初回」の接種を終了
した７歳６カ月未満の子

第１期

第２期
（予備日）

期
初回

期
追加

※１　対象児には問診票を送付します。 ※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　４ヶ月児健康診査で、ＢＣＧ予防接種を同時実施します。

※１　対象児には予診票を送付します。
※２　受付時間は午後１時 分から午後２時までです。

（麻しん風しん混合の第２期を受けるお子さんの受付は、午後２時から午後２時 分までです。）
※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。

★転入した人は、以前に受けた予防接種について、町保健センターへ連絡してください。連絡のない場合は、予防
接種の案内ができませんので、ご了承ください。

●予防接種

［乳幼児］午前９時～午前 時　　　　　
［対　象］身体計測や、保健師・栄養士に

よる健康や育児についての相談
を行います。

［成　人］午後２時～午後４時
尿検査・血圧測定・保健師や栄
養士による健康についての相談
を行います。

●各種教室

実 施 日 時 対　　　　　象
わんぱくひろば

（子どもの言葉や心、社会性の発達などについて、
不安や心配がある人は参加してみませんか。遊
びや個別相談を行います。）

２歳以上の子とその保護者
月７日（金）

午前９時 分～正午ごろ

※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。 ※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。

平成 年４月から、法改正により麻しん・風しん予防接種の受け方が変更されています。

※受ける回数は同じですが、麻しん・風しん（ＭＲ）混合ワクチンを期間をあけて、２回接種することになります。
これは、１回のみの接種では長期間の免疫を保つことができないとされているためです。

《年長児》１歳の時に麻しん・風しん単独ワクチンをそれぞれ１回ずつ接種していますが、２回目の接種としてＭＲ
混合ワクチンを１回接種します。平成 年３月 日までが期限となります。

★平成 年のＭＲ混合の日程は、毎月の広報でお知らせしています。通知が届いており、まだ接種をしてい
ない人は早めに接種をしてください。

改正前　 麻しん・風しん単独ワクチンをそれぞれ１回ずつ接種
改正後　 ＭＲ混合（麻しんと風しんが１つになったワクチン）を１歳児および幼稚園などの年長児にそれ

ぞれ１回ずつ接種



問い合わせ
　　 　　 － －

　　　　　　ＦＡＸ　 － －

（町健康づくりセンター）　

子どもに水泳を習わせてみたいけど続くかどうか不

安という人に、無料体験を実施します。先ずは体験し、

それをきっかけに練習を始めてみませんか。

期間中に体験し、申し込みをすると、通常 円の

参加料金が半額の 円になります。

■実施期間 月 日（水）から 日（日）まで

■申込方法 フロントにお越しいただくか、電話で申

し込んでください。

■対　　象 幼児（満４歳以上）から中学生まで

※ 年齢によって参加日時が異なりますので、問い合

わせてください。

定期利用すると、トレーニングジム、プールが自由

に使用できるほか、水中歩行や水泳教室、エアロビク

スや肩こり体操などの 分レッスンにも参加できます。

■料　　金 １ヶ月　 円　　６ヶ月　 円

１　年　 円

詳細は、問い合わせてください。

■主　管 町教育委員会

子どもスイミング教室無料体験

定期利用者募集中

料金割引

◇大淀あらかしテレビの番組・加入促進補助金に関すること
町役場企画課

◇こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
こまどりケーブル　 － －

木の葉が色づき、野山も秋色に染まりつつあり

ます。

大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事

や地域の話題、幼稚園・保育所・小学校などの様

子を放送しています。

月は、「第 回大淀町文化祭」「町防災訓練」

「中学生が職場体験」「高齢者健康ウォーク」「ふれ

あいのつどい」の様子などを放送する予定です。

大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどり

ケーブルへの加入が必要です。是非加入してくだ

さい。

番通報の際に、場所や状況が正しく伝えられなかったことにより現場

への到着が遅れ、火災による被害の拡大や人命に影響を及ぼすことがあり

ます。

また、通報の遅れにより大惨事につながることがありますので、通報の

際は慌てずに落ち着いて、的確な情報を伝えるよう心がけましょう。

家庭の電話の近くに通報マニュアルを貼るなど準備しておくと、迅速・

的確な 番通報が行えます。参考にしてください。

■問い合わせ先 中吉野広域消防組合消防本部大淀消防署

月 日は「 番の日」です

火事・救急 番

その他緊急通報先 警察･ 番

や家族の勤務先

名前・住所（番地と目標物も記

入）・電話番号　　　　

通報内容（いつ・どこで・だれ

が・何をしたか）

少子化対策の一環として、町では妊娠届出時に妊婦一般健康診査受診票を発行し、

健診を１回助成していましたが、 月１日から助成回数を３回に増やしています。

本町へ転入した人で、以前住んでいた所で助成回数が３回未満の人は、町保健セン

ターへ連絡してください。

▲昨年の文化祭の様子



月 日（金）、町内の歴史・文化について学習する「おおよど歴史学習会」が、

町公民館今木分館で開催されました。

今木地区のみなさんをはじめ、町内からおよそ 人が集まり、スライドショーや

展示、座談会などを通じ、今木の歴史と文化について学習しました。

次回は 月に大岩地区で開催する予定です。たくさんのみなさんの参加をお待ち

しています。

未
整
理
の
ま
ま
だ
っ
た
昔
の
書
類

を
見
て
い
る
と
、
一
冊
の
論
文
が
出

て
き
ま
し
た
。

平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
に
書
か

れ
た
『
近
畿
民
俗
』
第
１
３
５
号
の

抜
き
刷
り
で
、「
伊
豆

い

ず

大
島
探
訪

お
お
し
ま
た
ん
ぼ
う

記き

―

段
落
も
標
題
も
な
い
記
録
で
あ
る
が
、

実
際
そ
の
よ
う
な
探
訪
で
あ
っ
た
―
」

の
タ
イ
ト
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
豆
と
い
う
地
域
の
風
土
を
調
べ

る
た
め
、
自
分
の
意
見
を
ま
じ
え
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
に
丹
念
な
聞
き
取
り

を
し
て
い
く
姿
が
、
論
文
を
と
お
し

て
伝
わ
っ
て
く
る
労
作
で
す
。

筆
者
の
岸き

し

田だ

定さ
だ

雄お

さ
ん
（
１
９
０

８
～
１
９
９
６
）
は
、
わ
が
町
の
北

六
田
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

岸
田
定
雄
さ
ん
は
、
民
俗
学
の
研

究
を
続
け
る
か
た
わ
ら
、
学
校
の
教

員
を
歴
任
し
た
の
ち
、『
大
淀
町
史
』

を
は
じ
め
と
す
る
奈
良
県
内
各
地
の

市
町
村
史
の
編
集
・
執
筆
を
担
当
さ

れ
、
１
９
８
６
年
、
文
部
大
臣
か
ら

「
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
（
文
化
財
保

護
）」
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

岸
田
定
雄
さ
ん
は
、「
民
俗
学
の
父
」

と
呼
ば
れ
る
柳

や
な
ぎ

田た

國く
に

男お

（
１
８
７
５

～
１
９
６
２
）
、
広
辞
苑
の
編
集
者

と
し
て
有
名
な
言
語
学
者
の
新
村
出

し
ん
む
ら
い
づ
る

（
１
８
７
６
～
１
９
６
７
）
な
ど
に

学
び
、
若
い
こ
ろ
か
ら
方
言
や
言
葉

の
も
つ
民
俗
性
に
注
目
し
、
そ
の
成

果
を
『
大
和
の
こ
と
ば
―
民
俗
と
方

言
―
（
上
・
下
）
』
近
畿
民
俗
叢
書

３
・
４
　
現
代
創
造
社
（
１
９
８
２

年
）
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
『
大
和
修
験
道
大
峯
山
麓

洞
川

ど
ろ
が
わ

の
民
俗
』（
１
９
９
３
年
）、『
大

和
の
う
る
し
こ
し
　
吉
野
紙
』
（
１

９
９
５
年
）
な
ど
、
吉
野
の
民
俗
文

化
を
丹
念
な
聞
き
取
り
調
査
で
記
録

さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
岸
田
定
雄
さ
ん
が
、
晩
年

の
１
９
９
０
年
か
ら
１
９
９
５
年
の

間
、
広
報
お
お
よ
ど
へ
連
載
記
事
を

寄き

稿こ
う

さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は
、

『
わ
が
町
今
、
昔
』。

「
そ
の
一
・
墓
石
を
通
し
て
村
を

回
顧
す
る
」
か
ら
、「
そ
の
五
八
・

六
田
郵
便
局
の
東
に
建
つ
石
灯
籠
の

こ
と
」
ま
で
、
北
六
田
を
中
心
と
し

た
大
淀
町
の
地
名
・
民
俗
や
遺
跡
・

伝
承
・
動
植
物
な
ど
を
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
ふ
る
さ
と
大
淀

へ
の
想
い
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
よ

い
記
事
で
す
。

そ
の
文
章
に
は
常
に
、「
こ
れ
に

つ
い
て
ご
存
知
の
方
は
教
え
て
下
さ

い
（
ご
連
絡
下
さ
い
）
」
と
い
う
一

文
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
読
む
側

と
対
話
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
大
切

な
の
だ
と
教
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
広
報
の
連
載
記
事
は
、
論
文

で
は
な
く
雑
文
や
エ
ッ
セ
イ
風
の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
岸
田
定
雄

さ
ん
の
研
究
者
と
し
て
の
言
葉
や
発

想
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
の

人
柄
を
知
る
う
え
で
も
、
ま
た
大
淀

町
の
民
俗
史
を
考
え
る
う
え
で
も
貴

重
な
も
の
で
す
（
興
味
の
あ
る
人
は
、

役
場
の
教
育
委
員
会
に
コ
ピ
ー
を
ま

と
め
た
冊
子
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
）。

北
六
田
と
い
う
ま
ち
は
、
岸
田
定

雄
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
お

い
に
あ
た
る
岸き

し

田だ

文ふ
み

男お

さ
ん
、
奈
良

県
を
代
表
す
る
民
俗
学
者
の
浦
西
勉

う
ら
に
し
つ
と
む

さ
ん
な
ど
、
現
在
も
活
躍
中
の
教
育

・
研
究
者
が
生
ま
れ
育
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
（
お
二
人
は
、
わ
が
町
の

文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
を
さ
れ

て
い
ま
す
）。

吉
野
の
原
生
林
保
護
に
生
涯
を
奉

げ
た
岸
田
日
出
男

ひ

で

お

さ
ん
（
定
雄
さ
ん

の
兄
）
や
、
国
道
沿
い
に
建
つ
頌
徳

し
ょ
う
と
く

碑ひ

に
そ
の
功
績
が
残
る
教
育
者
・
岸

田
楢
造

な
ら
ぞ
う

さ
ん
（
定
雄
さ
ん
の
父
）
な

ど
、教
育
・
研
究
に
携
わ
っ
た
人
々
と

ゆ
か
り
の
深
い
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

北
六
田
は
、
縄
文
時
代
か
ら
人
が

住
み
続
け
て
、
古
墳
を
つ
く
り
、
神

社
仏
閣
と
そ
の
年
中
行
事
を
守
っ
て

き
ま
し
た
。
石
灯
籠
の
建
つ
柳
の
渡

し
か
ら
み
る
吉
野
川
の
風
景
は
、
今

も
昔
も
、
こ
の
土
地
の
あ
ち
こ
ち
に

刻
み
続
け
て
き
た
遠
い
昔
の
記
憶
を

呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
す
。

北
六
田
と
い
う
場
所
も
ま
た
、
そ

の
歴
史
性
の
な
か
に
、
教
育
・
研
究

者
気
質
を
育
む
土
壌
を
も
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

将
来
、
こ
の
ふ
る
さ
と
大
淀
か
ら
、

日
本
を
代
表
す
る
学
者
が
出
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

◇
町
教
育
委
員
会
・
文
化
財
技
師

松
田
　
度

民
俗
学
者
は
ふ
る
さ
と
を
想
う

北
六
田

あ

の

に

▲国道沿いに建つ頌徳碑
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ひ
と
こ
ろ
「
キ
レ
ル
」
と
い
う
言

葉
が
は
や
り
ま
し
た
。
「
キ
レ
ル
」

と
は
、
突
然
怒
り
だ
し
た
り
、
見
境

が
な
く
な
る
こ
と
で
す
が
、
近
ご
ろ

こ
の
キ
レ
ル
人
が
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

「
む
し
ゃ
く
し
ゃ
す
る
か
ら
」
、「
注

意
さ
れ
た
か
ら
」
な
ど
の
些さ

細
な
こ

と
で
キ
レ
て
、
暴
言
を
吐
い
た
り
、

暴
力
を
振
る
う
人
が
い
ま
す
。
中
に

は
親
さ
え
も
殺
害
す
る
事
件
が
起
こ

っ
て
い
る
の
で
す
。

キ
レ
ル
時
の
状
況
は
、
イ
ジ
メ
や

虐
待
、
差
別
言
動
を
行
う
時
の
心
理

状
態
に
似
て
い
ま
す
。
こ
の
現
象
が

増
加
し
て
い
る
（
青
年
や
子
ど
も
に

多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
）
原
因
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
過
剰
な
ス
ト

レ
ス
、
欲
求
不
満
、
孤
立
感
、
我
慢

が
で
き
な
い
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
は
、
偏

っ
た
食
生
活
に
も
原
因
が
あ
る
と
い

う
報
告
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
社
会
か
ら
ス
ト
レ
ス
・
欲
求

不
満
は
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
に
誰
し
も
が
「
キ
レ
ル
」
状
態
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
へ
地
域
社

会
の
崩
壊
や
個
々
の
人
の
つ
な
が
り

が
薄
く
な
る
と
、
キ
レ
ル
人
の
孤
立

感
は
さ
ら
に
深
ま
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
キ
レ
た
人
を
目
の
前
に

し
て
、
「
こ
の
人
、
も
う
少
し
心
に

余
裕
が
も
て
な
い
の
か
な
」
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
キ
レ
そ
う

な
人
に
対
し
て
私
た
ち
も
、
も
う
少

し
余
裕
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で

き
た
ら
と
も
思
い
ま
す
。
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■日時 午前９時～午後４時
（土、日、祝日を除く毎日）

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場人権施策推進室

■日時 毎週月・水・金曜日
午前９時～午後５時

（祝日および金曜日の午後を除く）
■場所 大淀町中央公民館３階
■問い合わせ 教育相談室　

■日時 毎月第２・第４水曜日
午後１時～午後４時

■場所 大淀町社会福祉協議会
■問い合わせ 大淀町社会福祉協議会

■日時 月 日 
午後１時～午後４時

■場所 下市町役場

無料法律相談（３町巡回）

心配ごと合同相談

教育相談

人権相談

■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

■日時 月 日 
午後１時～午後４時

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

（要予約）
■日時 １月 日 

午後１時～午後４時
■場所 吉野町役場
■問い合わせ 吉野町役場町民課

■日時 毎週火曜日
午後１時～午後４時

■場所 下市町役場（ 月・ 月）
■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

■日時 月 日 
午前９時～午後４時

■場所 大淀町中央公民館
■問い合わせ

県建築協同組合中吉野支部

住宅増改築相談

消費生活相談

■日時 毎月第２火曜日
午前 時～午後３時

■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場住民生活課

■日時 月７日 
午前 時 分～午後４時

■場所 吉野町中央公民館
■問い合わせ 高田児童相談所

児童相談

無料交通事故相談相　 談　

法テラス
身近な法的トラブルについて気

軽に問い合わせてください。
解決に役立つ法制度や最適な相

談機関を紹介します。
■問い合わせ　

法テラス日本司法支援センター

－

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
、
人
権
に
関
す
る
標
語
・
作
文
・

ご
意
見
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

広
報
な
ど
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
役
場
人
権
施
策
推
進
室
















